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表紙写真
　昭和55年6月29日、大膳神社能舞台
　紅葉狩間狂言
発刊にあたって
　真野町にはどんな文化遺産が、どのように伝えられているかを探り、
これを手掛りに真野町の生い立ちや特性を明らかにし、先人の歩みを
たどりながら地域発展の様相を知り、新しい郷土づくりや文化の発展
に寄与することが文化財保護の趣旨であります。
　真野の能楽は、特殊な環境で長い年月を経て今日のように育ち、町
民の生活に深くとけ込んできています。その具体的なあかしが能舞台
でありますが、現存する独立舞台が島内で最も多いことでも先人の芸
能に対する格調の高さを偲ぶことができます。
　時まさに狂言三流の一つであるさぎ流が真野に残存することで日本
的価値が問われ、一段と能楽の振興を図りさぎ流の保存に努めようと
いう時機に、能舞台を特集した「真野町の文化財」第二集が発刊され
ることは、意義の深いことでありますo
　文化財保護審議委員のこ労苦に敬意を表すると同時に本誌を通じて
町民各位が、文化財に対する認識と理解を深められ、愛護・保存の気
風がより高まれば、幸甚の至りであります。
昭和56年3月
真野町教育委員会
　　教育長　臼　杵　正　巳
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①大膳神社能舞台　（大字竹田）
1，位
2，形
3，間
4，奥
5，床
6，床
7，　　柱
8，天
9，鏡
置
式
口
行
高
板
井
板
社殿左側　社殿に面す
かやぶき寄棟造り　4間形式
546㎝
440㎝
　77αη
たて張り、後座横張り
19×20㎝　　面取り2㎝
な　し
あ　り
2
T
lヲ1
⊥
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10，橋　掛　複式
　　（1）長さ550αη
　　（3）角度125°
11，楽　屋　あ　り
12，地謡座　仮設102㎝
13，切戸口　巾273αη
（2）巾176αη
（4）勾欄高　　42㎝2
高　188απ
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②若宮八幡社能舞台
1，位　置
2，形　式
3，間　 口
4，奥　行
5，床　高
6，床　板
7，　柱
8，天　井
9，鏡　板
　　　　　（大字四日町）
社殿右側　参道に面す。
瓦ぶき切妻造り　3間形式
493㎝
456㎝
　68㎝
たて張り、後座横張り
17㎝角　面取りなし
な　し
な　し
一4一
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／
w
↑
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⊥
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10，橋　　掛　　複　式　　凝宝珠勾欄
　　（1）長さ727αη
　　（3）角度113°
11，楽　屋　あり
12，地謡座　巾　100απ
13，切戸口　巾　180απ
（2）巾185㎝
（4）勾欄高　　42απ
長さ456㎝2
高さ162㎝
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③諏訪神社能舞台（大字豊田）
1，
2，
3，
4，
5，
6，
7，
8，
9，
位　　置
形　　式
間　　ロ
奥　　行
床　　高
床　　板
　柱
天　　井
鏡　　板
社殿右側　社殿と平行
瓦ぶき正面入母屋背面切妻造り
3間形式
545αη
475α7・
　860π
たて張り　後座横張り
19㎝角
あ　り（鐘穴あり）
な　し
一6一
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10，橋　掛　複式
　　（1）長さ730㎝
　　（3）角度109°
11，楽　屋　あ　り
12，地謡座　なし
13，切戸口　巾90απ
境あり、地履あり
（2）巾316αη
（4）勾欄高　　54㎝2
高さ　182㎝2
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④八幡神社能舞台
1，位　置
2，形　式
3，間　　口
4，奥　行
5，床　高
6，床　板
7，　柱
8，天　井
9，鏡　板
　　　　（大字背合）
社殿の前　舞台が拝殿を兼ねる。
かやぶき寄棟造り　3間形式
453㎝
453㎝660m
たて張り　後座たて張り
13．5×15㎝
な　し
な　し
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10，橋　掛　複式　境なし
　　（1）長さ550απ　（2）　巾　274αη
　　（3）角度107°　（4）勾欄高　46㎝
11，楽　　屋　　あ　り　一後座の後にある一
12，地謡座　なし
13，切戸口　なし
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⑤大山祇神社能舞台　（大字西三川く笹川〉）
1，位
2，形
3，間
4，奥
5，床
6，床
7，　柱
8，天
9，鏡
置
式
口
行
高
板
井
板
社殿左側　参道に面す。
瓦ぶき切妻造り　3間形式
542απ
365㎝
　81㎝
たて張り　後座横張り
20．5㎝角　面取り1，5㎝
な　し
な　し
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10，橋　掛　複式
　　（1）長さ544τm
　　（2）角度103°
11，楽　屋　あり
12，地謡座　なし
13，切戸口　なし
②　巾
（4）勾欄高
310απ
43㎝
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⑥小布勢神社能舞台
1，位　　置
2，形　　式
3，間　　ロ
4，奥　　行
5，床　　高
6，床　　板
7，　柱
8，天　　井
9，鏡　　板
10，橋　　掛
　　　　　（大字西三川）
社殿左側前方　社殿に対面す。
瓦ぶき切妻造り　3間形式
555απ
554㎝
　68㎝
たて張り　後座たて張り
24㎝　面取り2．5㎝
な　し
な　し
（1）長　さ
（3）角度
766㎝
　0128
（2）巾190α力
（4）勾欄高　　47㎝
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11，楽　屋　あ
12，地謡座　巾
13，切戸口　巾
り
100㎝　　長さ　554αη
83αη　　高さ　155㎝
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⑦総社神社能舞台
1，位
2，形
3，間
4，奥
5，床
6，床
7，　柱
8，天
9，鏡
置
式
口
行
高
板
井
板
　　　　（大字吉岡）
社殿左側前方　参道に面す。
瓦ぶき切妻造り　3間形式
586α孜
457απ
　62㎝
たて張　後座横張り
18㎝角
な　し
あ　り
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⑧気比神社能舞台
1，位
2，形
3，間
4，奥
5，床
6，床
7，　柱
8，天
置
式
口
行
高
板
井
　　　　（大字椿尾）
社殿右側　拝殿より橋掛を仮設
わらぶき寄棟造り　3間形式
545απ
457㎝
　680η
たて張り　後座横張り
20㎝角　面取り2㎝
な　し
一16一
、T
243
イ5ケ
1時
ト弾5－一一一一→1
9，鏡　板
10，橋　掛
11，楽　屋
12，地謡座
13，切戸口
なし
仮設
な　し（拝殿利用）
なし
巾　104㎝2　　高さ　174απ
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⑨熊野神社能舞台
1，位
2，形
3，間
4，奥
5，床
6，床
7，
8，天
柱
置
式
口
行
高
板
井
　　　　（大字静平）
社殿右側前面
かやぶき寄棟造り　3間形式
457απ
5460躍
　55㎝
たて張り　後座たて張り
20απ　　面取り1．5㎝
あ　り（鐘穴あり）
一18一
T
刀6
546
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9，鏡　板
10，橋　掛
11，楽　屋
12，地謡座
13，切戸口
なし
なし
なし
巾　97αη　　長さ　546㎝
なし
一19一
⑩塩釜神社能舞台
1，位　置
2，形　式
3，間　　口
4，奥　行
5，床　高
6，床　板
7，　柱
8，天　井
　　　　（大字滝脇）
社殿左側前方　参道に面す。
瓦ぶき切妻造り　3間形式
456cm
350（湖
　56㎝
たて張り
14㎝角
な　し
一20一
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9，鏡　板
11，楽　屋
13，切戸口
なし
なし
なし
10，橋　掛　仮設
12，地謡座　なし
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⑪滝谷神社能舞台（大字吉岡〈浜中〉）
1，
2，
3，
4，
5，
形
間
奥
柱
式
口
行
瓦ぶき切妻造り
456α7
456㎝
20αη角
3間形式
その他の項は移転改築をしているため不明
現在は社殿左側にある。
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⑫稲荷神社能舞台（大字下黒山）
1，位　　置
2，形　　式
3，その他
社殿右側
わらぶき寄棟造り
3間形式
　昭和54年4月頃取り
こわしたため不明
ありし日の稲荷神社能舞台
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o
真野町の能舞台について
若　井　三　郎
　　　　　　　　　　佐渡には下表のように、能舞台が多い。臨時の舞台を加
能舞台が多い　　　　　　　　　えると、283にもなる。いかに能が古くから盛んで、島
民生活のなかに溶けこんでいるかがわかる。このなかでも真野町は、特に盛ん
で、能舞台は両津市に次いで多いo
　神事能が始まりであることから、能舞台は殆んど神社境内に建てられ、祭礼
に定能として、終戦近くまで、毎年演能されてきた。
　人形芝居の舞台（歌舞伎の舞台と共に農村舞台という）の全数（206）が
徳島県にある。なかでも那賀川流域に最も多い。これはかつて、阿波藩が阿波
人形浄瑚璃を奨励して盛んであつたことによるものである。しかもその舞台が、
佐渡の能舞台同様殆んどが、神社にある。両者は遠く離れているが、芸能に対
する人間共通のものがあるように考えられる。
　また分布図でわかるように、能舞台の数が多いばかりでなく、それが町内に
平均して分布していることは、島内の他の市町村に見られないことである。ど
の部落にも、能の愛好者が多く、優れた指導者がいて、能楽が極めて盛んであ
つたことによるものであろうo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和56．1現在
独立の能舞台 組立の能舞台 兼用の能舞台
現　　存 現在なし 全部使用不能 現　　存 現在なし
仮設能舞台
ｱれまでわ
ｩつた　の
合計
全島 34 22 16 25 1 185 283
真野町 8 5 1 3 0 24 41
　　　　　　　　　　　　　　島内の能舞台の殆んどについていえることであ
能舞台は簡素である。　　　　　　　　　　　　　る。本格的な能舞台を望んだであろうが、費用の
こと、神社境内の地形のこと、建築技術の面などから、各所が簡略化された能
舞台である。しかし、それは能を演ずる本質的なことに差支えない程度のもの
で、このことから佐渡化された能舞台であるといわれる因縁である。
　以下能舞台の簡略化されている各所の説明にうつる。
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　　　　　　　　　　　　間口（舞台正面）3間（540αη）に奥行（脇正1、本舞台がせまい。　　　　　　　　　　　面）3間、それに奥行9尺（270α川の後座、巾
3尺（90α川の地謡座が標準舞台とすると、真野町の能舞台の正面は、若宮
八幡社能舞台と、熊野神社能舞台は、それ以下で、他は標準以上である。とこ
ろが、脇正面では、小布勢神社能舞台と熊野神社能舞台だけが、標準で他はす
べてそれ以下である。いわゆる3間×2間というのが、笹川の大山砥神社能舞
台で、他は3間×2．5間の能舞台であるo
　能の型で、正面よりみる横への動き以上に、縦の動き、すなわち脇正面より
みる横の動きが重要であるといわれている。脇正面の短かいことは、能の型に
不都合ということになる。
　この制約を、せまい舞台なりに、広く使用できるよう佐渡ならではの工夫が
なされているo
　本舞台は立方の専用で、正面よりみて縦張り、後座は横張りが普通である。
大膳神社能舞台の平面図でわかるように、縦張りを後座に半分以上くい込ませ
て張つてあるので後座の横板は90㎝のみである。本舞台として、3間×3間
使用できるようにしてある。したがつて後座につくお離子方、後見人は羽目板
にふれるように坐わるわけである。諏訪神社能舞台、総社神社能舞台も同じで
ある○
　地謡座のある能舞台は3つで、すべて下屋をおろしてある。
　舞台の大きさからみて、標準型といえるのは、小布勢神社能舞台のみである。
　なおここで付け加えておきたいのは、笛柱（笛方に近い柱）の位置のことで
ある。4柱は四隅にあるわけであるが、次の2つの能舞台では、笛柱が脇柱寄
りに独立している。大膳神社能舞台では、中間に立つている。演能時地謡座を
仮設して、笛柱と脇柱の間の座を、祭り役員の特別桟敷とし、残りの半分を地
謡座とした。このために笛柱の位置をこのようにしたものであろう。また若宮
八幡社能舞台では笛柱がいくらか脇柱寄りで独立している。これに似ているの
が厳島神社能舞台（国宝）の笛柱で、定位置ではあるが独立しているので、笛
柱の外側が地謡座への通路になつている。
　　　　　　　　　　　床から上の水引までの高さを開口高という。写真を
2、開ロ高が低い。　　　　　　　　　　よくみるとわかるように、全部の能舞台の開口高が低
い。島外の本格的な能舞台では、開口高が3m前後であるが、島内の能舞台で
一27一
は殆んど2m前後である。大膳神社能舞台は1．86mで低い方であり、吾潟の
本間家の能舞台は、約2．5mで佐渡では最も高い方である。そのうえに水引と
丸桁の間には、舟肘木を入れ、羽目板を入れてあるのが殆んどである。島外の
能舞台では、その間は空けてあるか、すかしの欄間が入つているかである。し
たがつて佐渡の能舞台は、この面で、舞台空間の上限が、低い開口高によつて
限定され、しかもふさがれているので、おさえられた感じがする。
　これは民家の高さに近いわけで、建築に当つた宮大工の技術によるものなの
か、最初に建てられた舞台にならつたものかよくわからない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の表にある兼用の能舞台というのは、
3、拝殿に橋掛りを常設した　　　　　　　　　　　　　　　　拝殿や社務所やおこもり堂に、能舞台とし　兼用能舞台がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　て使用するために、特に手を加えてある舞
台をいうのである。そのなかで、背合の八幡神社のように拝殿の左側に橋掛り
を造付けにしてある拝殿兼用能舞台は特に注目すべき舞台である。島内には両
津市加茂歌代赤井神社兼用能舞台（昭和14年以前と同じく改築）と、金井町
千種の熊野神社兼用能舞台（大正10年橋掛りを取りこわし、拝殿に1尺の沓
石をはかせる）と計3がこの種の能舞台である。これは佐渡の能舞台の特色の
なかでも、舞台数は少ないが特筆すべきものといえよう。
　八幡神社では、拝殿で定能をやつてきたが、大正の末、部落の椎野清蔵氏の
寄附と、部落24戸の負担で、3間瓦葺の橋掛りを造付けた。裏通路のある橋
掛りで、舞台の正面にたつと、独立した能舞台といつた感じがする。
　　　　　　　　　　　　　　演能のとき橋掛りを仮設するのが、気比神社能
4、複式橋掛りが多い。　　　　　　　　　　　　　舞台、塩釜神社能舞台、西大須の大山砥神社能舞
台などであるが、他は橋掛りが設けられた能舞台である。そのなかで、楽屋が
後座の裏側にあるので、橋掛りを2分して裏通路をもつている。このような表
裏通路に分けてあるのを複式橋掛りとよんでいる。楽屋で装束をつけ、裏通路
を通つて、その折れるところが鏡間に当たる。大膳神社能舞台、八幡若宮社能
舞台、諏訪神社能舞台、八幡神社能舞台、笹川の大山砥神社能舞台などがこの
橋掛りである。両通路の中じきりは、板であつたり、幕であつたり、いろいろ
であるo
　当町の能舞台には見られないが、畑野町栗野江の加茂神社能舞台、新穂村潟
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上の牛尾神社能舞台では、楽屋が正規の場所にあるが、橋掛りを複式にして、
切戸口より出て、後座の外側をまわつて裏通路に入つて、楽屋に帰える方式の
能舞台もある。この複式橋掛りは、佐渡独得の型式と思つていたが、小浜市遠
敷の若狭彦神社下社の能舞台でも複式橋掛りであることがわかつた。この能舞
台は、間口540απ、奥行360㎝、後座180㎝で、その後方に楽屋があつ
て、本舞台の大きさ、楽屋の位置、橋掛りの複式のことなど、佐渡の能舞台と
同じ能舞台である。これについては、小浜の港から昔浪人が佐渡へ流されてき
たなどの関係があつたのであろうか。
　なお鏡板に老松の描いてある能舞台は次の2つのみである。大膳神社能舞台
と総社神社能舞台である。
　また天井を張らないのが普通であるが、諏訪神社能舞台と熊野神社能舞台で
は、天井を張つてあり、道成寺の鐘をつる鐘穴が設けられている。
　　　　　　　　　　　建設年月のはつきりわからない能舞台もあるが、明治
能舞台建設年代　　　　　　　　　　以前、明治年代、大正期と多様であるが明治年代が多い
ようであるo
　佐渡で最初の神事能は、相川町春日社において寛永12年（1635）のこ
とである。そして正保2年（1645）には同社に能舞台が寄進された。その
後国仲へ神事能が次第に進出してきた。延宝4年（1676）には佐和田町中
原神社で神事能が始まつた。同社の能舞台は、年代ははつきりしないが、河原
田の遠藤築右工門の寄進によつて建設され、弘化3年（1846）社殿と共に
類焼して、嘉永2年（1849）再建された。この舞台も大正9年取りこわさ
れて、拝殿の1部になつている。これに大膳神社能舞台、栗野江の加茂神社能
舞台（宝暦4年（1754）能舞台あり、嘉永2年再建後移築）、潟上の牛尾
神社能舞台（明治32年焼失翌33年再建）を、併せて国仲4所の御能場とい
われてきたo
　この大膳神社能舞台は、弘化3年に再建されたが、文政6年（1823）か
らの能組が残つているので以前から能舞台のあつたことは確かであるo
　小布勢神社能舞台は、文化2年（1805）に演能があつたということから、
明治以前の建築であろう。
　佐渡は天領であり、潟上の本間能太夫をはじめ、能の愛好者達は、幕府や各
藩が抱えいた能役者や武士と異なり、廃藩置県によるそれほど大きい影響を受
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けなかつたo明治になつて、潟上の宝生座、西三川の金子派と競合し、次第に
能楽も盛り上つたこともあつて、各部落で能舞台を競つて建てた。しかも各々
の条件を充分考えての、現在見るような特色ある能舞台ができたわけである。，
　昨今は1部の能舞台を除いては、演能もなく荒れるにまかせて老朽化が進む
一・福ﾅある。滝谷神社は昭和45年に、稲荷神社は昭和54年春倒壊を恐れて、
遂に取りこわしてしまつた。また北野社では部落の公民館に改造した。
　現在の能舞台もさらに老朽化が進むことであり、能の愛好者を中心に、部落
民広く町民全体が、この貴重な有形文化財の活用管理保存に充分意を用いても
らいたいo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宝生流嘱託）
の
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あ と が き
　古い歴史をもつ真野町の豊かな文化遺産を永く後世に伝え、保存してゆ
くことが、私たちに与えられた使命である。
　真野町文化財保護審議会は、これらの文化遺産を町民のみなさんに知つ
ていただくため「真野町の文化財」の発行を行つております。
　御承知のとおり、佐渡には数多い能舞台が残されており、能が盛んに演
じられております。特に真野町には、全国的にも貴重な鷺流狂言が伝えら
れ、演じられております。また、能舞台も数多く残されております。
　第2集では、町内に残る能舞台を取りあげることになりました。今回は
能舞台だけですが、今後、能楽の系統、歴史等についても研究する必要が
ありますo
　真野町には、数多くの文化財があり、これらの文化財を全町民の一人一・
人が、小さな力を出しあつて保護し、保存し、すばらしい町、史跡の町と
しての誇りを持つていただくためにも、本書を活用していただければ幸甚
に存じます。
　また、本書の発刊に際し、御多忙にもかかわらず、能舞台の解説と御指
導をいただきました若井三郎先生と神蔵武志先生の御労苦に対し甚深の意
を表します。
昭和56年3月
真野町文化財保護審議会
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　このマークは、文化財愛護シンボルマークである。
このマークは、昭和41年5月、文化財保護委員会が文化
財愛護運動を推し進めるための旗じるしとして、全国から
公募した図案の中から選んだものである。
　ひろげた両手のひらのパターンによって、日本建築の重
要な要素である斗棋（ますぐみ）のイメージを表わし、こ
れを三っ重ねることにより、文化財という民族の遺産を過
去、現在、未来にわたり、永遠に伝承していくという愛護
精神を象徴したものである。
